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本研究は, 浮遊粒子状物質 (SPM) および窒素化合物 (NOX) といった大域的な大気汚染物質の生活空間に
対する影響を解析するために, 環境データに対する脳型情報処理による多変量解析技法を開発し, 多様な大気環
境指標の総合的・複合的評価を可能とすることを目的とする｡ そのために, 東南アジアの大都市に出向き, 環境
指標である SPMを簡易装置を用いて測定し, 大域的データの標準化を行うための基礎データを得た｡ 同様に,
江戸川大学 (流山市) でも測定し, SPM測定値と公的機関により測定されたデータとの関係を解析した｡ そこ
では SPM簡易測定と同時に, デジタルカメラによる撮影を行い, デジタル画像を解析した｡ SPM簡易測定と
の対応をみることで, SPM等の大気汚染物質の超簡易測定技術を開発することを目指しており, 可視化する方
法を確立した｡












































データは, 2005年に東京都, 千葉県, 埼玉県,
川崎市の各公的機関より発表された計 314測定地




タル画像撮影を実施する｡ また, 江戸川大学 (流












分子は Rayleigh 散乱を起こし, 粒子径 1～10
の SPM粒子はMie散乱を起こすことを利用
するものである｡ デジカメ RAW形式で空を撮





東京都, 千葉県, 埼玉県, 川崎市の各公的機関
より発表された計 314 測定地点の SPM と NOX
について, 2005年の年間平均値 {最小値, 最大









73.1％, 第 2主成分が 9.7％であった｡ NOX の主
成分分析の寄与率は, 第 1主成分が 85.0％, 第 2
主成分が 5.4％であった｡ 第 1主成分は汚染の度
合を, 第 2主成分は月別の特徴を示している｡ ク
ラスター分析による月別のデンドログラムを図 2
に示す｡ SPMでは大きく 2つのグループに分類
されたが, 5月と 11月はこの 2つのグループの
中では特異な月であることがわかった｡ また,




2007年 8月クアラルンプール, 2008年 2月バ
ンコク, 3月上海, 4月天津, 10月鄭州において,
デジタル粉塵計を用いて SPMを測定し, 東南ア
ジアの大気汚染が深刻化していることを確認した｡
また, 2008年 2月 7日から 14日までの江戸川
大学 (流山市) で測定したものを図 3に示す｡ 横
軸は時刻で, 縦軸は SPM [CPM], 温度 [℃],
気圧 1000 [hPa], 湿度 [100RH [％]] であ
る｡ 湿度は逆向きに描いたものである｡ SPMを
基準とし, 温度, 湿度, 気圧には適切な乗数を掛
けて変化の比較を容易にしている｡ SPMピーク
A～Dはいずれも湿度が上昇していることから,





























を抽出し, 強調した画像を図 4に示す｡ 白い円で
囲った部分に霧状の何かが存在することがわかる｡
同様に, マレーシアのクアラルンプール上空で





を図 6に示す｡ 図 6の {b/r} 曲線は, 図 5のう
ち, 円で囲った部分にMie散乱の多い部分があ
生活環境としての大気汚染物質の解析技法の開発308
図 3 江戸川大学での観測結果 (2008年 2月 7日から 14日)
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図 4 流山市上空のコントラスト強調 R画像
(2007年 7月 9日 18時 35分)
図 5 クアラルンプール上空のコントラスト強調 R画像






















図 6 図 5中の白線の大気の {g/r}, {b/r} 曲線
